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訓練実施結果概要 

訓練名 平成 25 年度習志野市総合防災訓練 

目的 

【地域】 

発災直後から数時間の一連の自助・共助の活動の流れについて手順を確認し習

熟を図る。 

【市職員・学校職員】 

新たな体制である地区対策支部の設置や避難所の開設について習熟を図る。 

日時 平成 25 年 9 月 1 日（日） 午前 9 時 00 分から 12 時 00 分 

会場 

１ 初動対応訓練     市内全域 

２ 地区対策支部設置訓練 市内全小学校（１６校） 

３ 避難所開設訓練    市内全小中学校体育館 

（※向山小体育館・第一中体育館・袖ヶ浦体育館・東部体育館・習志野高校は

避難所開設は無し） 

実施項目 

１ 初動対応訓練【９時００分～】 

【地域住民】 

ア シェイクアウト訓練 

イ 地震火災の予防「火元の確認」「ブレーカーの確認」 

ウ 各町会や自主防災組織を中心とした共助の活動 

【市職員】 

ア シェイクアウト訓練 

イ 参集訓練 

２ 地区対策支部設置訓練【１０時３０分ごろ～】 

３ 避難所開設訓練【１０時３０分ごろ～】 

訓練参加者 

（１）市内地域住民 

（２）市職員 

  地区対策支部職員・避難所配備職員 

  災害対策本部員・災害対策本部事務局員 

  保健福祉部職員 

消防職員 

（３）学校職員 

（４）その他関係機関 

  習志野警察署 

  東京電力 

  習志野市医師会・歯科医師会・薬剤師会 

訓練 

参加者数 

避難者数 

約３，８００名（詳細は別紙１「避難所別避難者数一覧」参照） 

市職員等 

約２００名 

合計約４，０００名 



実施概要・ 

課題等 

本訓練の実施後、各地区対策支部職員・避難所配備職員に対して、別紙２「地

区対策支部職員・避難所配備職員への訓練事後調査」により、アンケートを実

施した。また、災害対策本部事務局員に対しては、訓練を実施して気付いた点

を聴取した。 

その結果から明らかとなった課題等は以下のとおりである。 

なお、意見等の詳細は、別紙３「訓練参加者からの主な意見・提案等とそれ

に対する危機管理課の見解」および、別紙４「災害対策本部事務局の課題等」

参照。 

 

１ 避難所関係 

【訓練実施概要】 

地域住民については、９時発災後、身を守る行動を取り、自主防災組織や町

会での安否確認等、共助の訓練を実施した後、１０時３０分を目安に避難所へ

と向かった。 

一方、避難所配備職員については、一度災害対策本部へ参集した後、各小中

学校へ向かい、学校職員と安全点検を実施した上で、避難所の開設準備を行っ

た。その上で、地域の自主防災組織・町会関係者・学校職員と協力して避難者

を受け入れた。その後、避難所での生活を営む上で必要となる、避難所の組織

を作った。 

【今後の課題】 

（１）避難所で使う物品や様式の見直しについて 

避難所に関するいくつかの様式や物品について、訓練を通して明らかとなっ

た課題を踏まえて改善する。 

（２）地域住民が主体となった開設・運営について 

地域住民が主導して開設・運営を行った避難所と、そうでない避難所があっ

た。避難所配備職員の 3名と学校職員数名だけで避難所を開設することはでき

ないため、地域住民との連携を深める必要がある。 

そのためにも、避難所の主体は地域住民であることを、今後も啓発・周知し

ていく。 

（３）地域の実情に合わせた開設・運営について 

避難所運営委員長の選出方法や、居住組を町会単位で作るか町会と関係なく

作るかなどは、地域の実情に合ったやり方で行うのがよいとわかった。したが

って、市で作成する避難所運営マニュアルの中では、市で統一するのではなく、

いくつかの方法を例示し、地域の実情に合った方法で開設・運営ができる形に

変更する必要がある。 

 

２ 地区対策支部関係 

【訓練実施概要】 

地区対策支部職員が一度災害対策本部へ参集し、その後、各小学校へと行き、

支部を設置した後、避難所や地域住民から寄せられる被害状況を災害対策本部

へ報告した。また、災害対策本部から一斉に各支部へ送られる情報を受信した。 



地区対策支部職員が災害対策本部を出発してから、平均３０分程度で、地区

対策支部を設置完了している。支部を設置完了するまでの目安として、発災か

ら３時間程あれば可能と見積もっており、それを裏付ける結果となったと考え

る。 

また、地区対策支部と災害対策本部との通信状況については、いくつかの課

題が残ったが、各地区対策支部がそれぞれ平均５回程度、災害対策本部と通信

しており、無線機の操作についてはある程度習熟できたと考える。 

【今後の課題】 

（１）災害対策本部との情報連絡方法について 

１回線だけしかない防災行政無線を有効に活用するため、報告すべき情報の

優先度をあらかじめ決めておく必要がある。（火災を最優先に報告するなど） 

また、地区対策支部で情報をある程度集約してから、災害対策本部へ報告す

る必要がある。 

（２）避難所との情報連絡方法について 

避難所配備職員はその場を離れることが難しいため、地区対策支部へ情報伝

達に行くことが難しい。逆に、支部職員が避難所に情報をとりに行く体制を検

討する。 

 

３ 災害対策本部事務局関係 

【訓練実施概要】 

９時発災の想定のもと、災害対策本部へと参集してくる地区対策支部職員・

避難所配備職員の受付・派遣を行った。その後、各地区対策支部から防災行政

無線で続々と報告される被害情報等を処理するとともに、災害対策本部員会議

を開催した。また、同報系無線とそれに付随する広報媒体（登録制メール・ホ

ームページ等）を使った市民への呼びかけを行った。 

【今後の課題】 

（１）収集した被害情報等の整理方法・整理の流れについて 

被害情報が多くなるにつれ、情報が錯綜し混乱していた。 

「無線での情報の受け取り」⇒「ホワイトボードへの転記」⇒「地図への表

示・集計表への集計」という流れについて、方法を再検討する必要がある。ま

た、災害発生時に、平時のレイアウトからの変更が最小限で済むよう、平時か

ら災害時を想定した机やホワイトボードのレイアウトにしておく必要がある。 

無線に関しては、今後、無線手を育成していく必要がある。また、今後、今

回の課題を踏まえた災害対策本部運営訓練を実施する必要がある。 

（２）関係機関・関係部署との連絡について 

 災害時には、警察・消防・県といった関係機関との連絡を頻繁に行う必要が

あることから、関係機関との連絡を専属で担当する役割を新たに設ける必要が

ある。また同様に、都市整備部・環境部・保健福祉部といった市内部の関係部

署との連絡調整が必要となることから、その連絡員の確保や連絡体制の検討が

必要である。 

 

実施概要・ 

課題等 



（３）電源の確保について 

 本訓練では、実災害を想定して、災害対策本部事務局の電灯を消灯し、電池

式ランタンのみを使用した。昼間の訓練であったため、窓からの採光が可能で

あったが、夜間の対応を考えれば、今後、非常用電源を電灯に接続する必要が

ある。 

 

訓練主催者 

（危機管理課） 

の所見・ 

訓練運営上

の課題等 

（１）自主防災組織の代表者や地区対策支部職員・避難所配備職員、また、学

校の教職員にとっては、今回の訓練は良いシミュレーションになったと考え

る。一度に多くの職員や自主防災組織にこの経験をしてもらえたという意味

で、市全体で一斉に実施したことはとてもよかった。 

（２）一方で、訓練趣旨を聞かされていない一般の住民で、何も知らずに避難

所に来た人々にとっては、体育館に集まったものの、運営委員長や組長を決め

ただけで、よくわからないまま訓練が終わったと感じた人もかなりいたと思わ

れる。今後は一般参加者に対する訓練趣旨の説明や、今何を行っているかのア

ナウンスについて、何らかの方法を考える必要がある。 

（３）訓練の準備段階で、備品を揃えたり、職員・自主防災組織等に対する事

前説明を行った。このことは、実災害時の行動に直結するものであり、準備段

階そのものが非常に意味があった。 

（４）訓練を実施する前は、避難所開設・運営の手順は市全体で統一しておく

必要があると考えていた。しかし、実際に訓練をしてみると、地域によって町

会や自主防災組織のまとまりの強さが違うため、市が細部まで統一するのでは

なく、地域の実情に合わせた手順・方法で行う必要があると感じた。 

問合せ先 企画政策部危機管理課   電話番号：047-451-1151（内線 345） 

 



避難所名 避難概数

実花小学校避難所 81

習志野高校避難所 今回開設なし

東習志野小学校避難所 299

第四中学校避難所 0

東部体育館避難所 今回開設なし

実籾小学校避難所 264

屋敷小学校避難所 286

第六中学校避難所 138

大久保東小学校避難所 194

第二中学校避難所 9

大久保小学校避難所 185

藤崎小学校避難所 316

第五中学校避難所 243

鷺沼小学校避難所 210

津田沼小学校避難所 196

谷津小学校避難所 175

第一中学校避難所 今回開設なし

向山小学校避難所 今回開設なし

谷津南小学校避難所 115

袖ケ浦西小学校避難所 269

袖ヶ浦東小学校避難所 259

第三中学校避難所 52

袖ヶ浦体育館避難所 今回開設なし

秋津小学校避難所 200

香澄小学校避難所 158

第七中学校避難所 123

避難者数合計 3,772

※26カ所中、21カ所を開設しました。
※上記の数字は、避難者受付簿に基づいて集計したものです。

平成２５年度習志野市総合防災訓練
平成２５年９月１日（日）午前９時～１２時

避難所別避難者数一覧
別紙１ 



地区対策支部職員・避難所配備職員への訓練事後調査 

 

[問１] 

避難者の方や地元の住民の方から言われた苦情・意見・提案等があればご記入をお願いします。 

[問２] 

この訓練を通して、改善した方がよいと思ったことや気付いたことがあればご記入をお願いし

ます。 

[問１・問２の回答結果] 

別紙「訓練参加者からの主な意見・提案等とそれに対する危機管理課の見解」にまとめており

ます。 

[問３] 

この訓練を通して、発災直後から数時間の、自分の動きを理解できましたか？下の４つから選

び、数字を回答してください。 

（１）かなり理解できた 

（２）だいたい理解できた 

（３）あまり理解できなかった 

（４）ほとんど理解できなかった 

[問３の回答結果] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問４] 

（避難所配備職員のみ回答してください） 

避難所の組織づくりはどこまでできましたか？下の３つから選び、数字を回答してください。 

（１）活動班を決めるところまでできた 

（２）避難所運営委員長を選ぶところまでできた 

（３）できなかった 

[問４の回答結果] 

開設した避難所 21 か所のうち、 

活動班を決めるところまでできた・・・・・・・17 カ所 

避難所運営委員長を選ぶところまでできた・・・3か所 

できなかった（避難者が 0名だったため）・・・1カ所 

でした。 

地区対策支部職員の回答 

[訓練参加者数 60 名 回答者数 48 名] 

避難所配備職員の回答 

[訓練参加者数 69 名 回答者数 55 名] 

(1)かなり理解できた 

21% 

(2)だいたい理解できた 

79% (2)だいたい理解できた 

73% 

(1)かなり理解できた 

14% 

(4)ほとんど理解 

できなかった 2% 

(3)あまり理解 

できなかった 11% 

別紙２ 
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練
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い
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今
回
の
訓
練
で
は
、
事
前
周
知
と
し
て
、
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般
の
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、
広
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２
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実
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。
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た
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地
区
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策
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部
・
避
難
所
配
備
職
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の
訓
練
（
市
民
が
参
加
し
な
い
も
の
）
も
、
行
っ
た
方
が
よ
い
。
市
職
員
だ
け
の
訓
練
の
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

時
期
を
、
９
月
下
旬
な
ど
、
す
ず
し
い
時
期
に
し
た
方
が
よ
い
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
季
節
的
に
厳
し
い
時
期
に
実
施
す
る
こ
と
も
、
実
災

害
に
備
え
る
意
味
で
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
9
月
1
日
は
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日
で
あ
り
、
防
災
の
日
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
前
後
の
8
月
3
0
日
～
9
月
5
日
は
防
災
週
間
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
、
防
災

へ
の
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

訓
練
参
加
者
か
ら
の
主
な
意
見
・
提
案
等
と
そ
れ
に
対
す
る
危
機
管
理
課
の
見
解

（
地
区
対
策
支
部
職
員
・
避
難
所
配
備
職
員
へ
の
事
後
調
査
結
果
）

[共
通
し
た
見
解
]

※
1
　
実
際
の
災
害
で
は
、
学
校
の
先
生
ま
た
は
避
難
所
の
配
備
職
員
が
学
校
に
到
着
後
、
安
全
点
検
を
し
た
後
、
避
難
所
を
開
設
し
ま
す
。
今
回
の
訓
練
は
、
全
市
一
斉
の
訓
練
で
あ
り
、
何
時
ご
ろ
に

避
難
所
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
を
地
域
住
民
の
方
に
あ
ら
か
じ
め
伝
え
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
開
設
時
間
を
統
一
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
2
　
せ
っ
か
く
大
勢
が
集
ま
る
機
会
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
同
様
の
訓
練
を
行
う
際
に
は
、
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

別
紙
３

 

1/
6



訓
練
参
加
者
か
ら
の
主
な
意
見
・
提
案
等
と
そ
れ
に
対
す
る
危
機
管
理
課
の
見
解

（
地
区
対
策
支
部
職
員
・
避
難
所
配
備
職
員
へ
の
事
後
調
査
結
果
）

別
紙
３

 

■
避
難
所
で
の
対
応
に
つ
い
て
主
な
意
見
・提
案
等

危
機
管
理
課
の
見
解

受
付
を
、
町
会
単
位
に
分
け
る
な
ど
、
工
夫
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

※
3

見
ず
知
ら
ず
の
２
０
名
ず
つ
の
組
に
分
け
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
町
会
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
も
ら
う
方
が
よ

い
の
で
は
。

※
3

実
災
害
で
は
、
少
し
ず
つ
避
難
所
に
集
ま
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
時
の
組
分
け
に
つ
い
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

※
3

町
会
単
位
で
組
を
作
っ
た
場
合
、
町
会
に
所
属
し
な
い
人
を
ど
う
す
る
か
迷
っ
た
。

※
3

体
育
館
内
の
避
難
者
の
配
置
場
所
と
し
て
、
到
着
順
に
す
る
か
、
町
会
ご
と
に
す
る
か
、
ど
ち
ら
が
よ
い

か
。

※
3

一
番
初
め
に
避
難
所
運
営
委
員
長
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
組
ご
と
に
組
長
を
選
び
、
組
長
の
中
か
ら
避

難
所
運
営
委
員
長
を
選
ん
だ
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
（
事
前
説
明
会
資
料
で
言
え
ば
、
避
難
所
組

織
づ
く
り
の
資
料
の
②
⇒
③
⇒
①
⇒
④
の
順
番
）

※
3

運
営
委
員
長
は
あ
ら
か
じ
め
第
5
候
補
く
ら
い
ま
で
を
決
め
て
お
い
た
方
が
よ
い
の
で
は
。

※
3

２
階
に
体
育
館
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
高
齢
者
や
車
い
す
の
方
が
苦
労
し
そ
う
で
あ
る
。
１
階
を
使
え
な
い

か
。

第
二
中
学
校
以
外
の
す
べ
て
の
中
学
校
と
、
谷
津
・
津
田
沼
・
実
花
小
学
校
は
体
育
館
が
２
階
に

あ
り
ま
す
の
で
、
対
応
を
学
校
と
協
議
し
ま
す
。

「
組
」
と
言
っ
て
も
何
を
意
味
す
る
の
か
伝
わ
り
に
く
か
っ
た
。
町
会
に
元
々
あ
る
「
組
」
と
紛
ら
わ
し
か
っ

た
。
「
グ
ル
ー
プ
」
な
ど
に
で
き
な
い
か
。

わ
か
り
易
い
言
葉
に
変
更
可
能
か
検
討
し
ま
す
。

町
会
の
結
束
が
強
い
地
域
の
場
合
、
町
会
長
等
が
指
揮
を
執
っ
た
方
が
避
難
者
が
納
得
す
る
と
感
じ

た
。

※
3

学
校
の
先
生
や
地
域
住
民
の
方
と
の
連
携
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
避
難
所
配
備
職
員
だ
け
で

は
と
て
も
運
営
で
き
な
い
が
、
協
力
が
あ
れ
ば
可
能
だ
と
思
う
。

避
難
所
は
住
民
主
体
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
今
後
も
機
会
を
捉
え
て
啓
発
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
会
名
の
書
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
が
あ
る
と
よ
い
。

※
3

駅
周
辺
の
避
難
所
で
は
帰
宅
困
難
者
を
対
応
す
る
職
員
の
配
備
も
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ

た
。

帰
宅
困
難
者
に
対
応
す
る
た
め
の
職
員
の
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

[共
通
し
た
見
解
]

※
3
　
町
会
の
ま
と
ま
り
の
強
さ
に
地
域
差
が
あ
る
た
め
、
運
営
委
員
長
の
選
出
方
法
や
、
受
付
を
町
会
単
位
で
行
う
か
ど
う
か
な
ど
を
市
全
体
で
統
一
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
わ
か
り
ま
し
た
。
避
難
所
の
主

体
は
地
域
住
民
の
方
で
あ
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
で
統
一
す
る
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
方
法
を
例
示
し
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
方
法
で
開
設
・
運
営
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。
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訓
練
参
加
者
か
ら
の
主
な
意
見
・
提
案
等
と
そ
れ
に
対
す
る
危
機
管
理
課
の
見
解

（
地
区
対
策
支
部
職
員
・
避
難
所
配
備
職
員
へ
の
事
後
調
査
結
果
）

別
紙
３

 

■
備
品
や
様
式
に
つ
い
て
（避
難
所
）

主
な
意
見
・提
案
等

危
機
管
理
課
の
見
解

各
種
様
式
（
避
難
者
受
付
簿
・
避
難
所
組
織
表
）
の
枚
数
を
増
や
す
べ
き
。

ご
指
摘
の
と
お
り
枚
数
を
増
や
し
ま
す
。

各
組
に
１
枚
ず
つ
配
れ
る
よ
う
な
避
難
所
組
織
表
に
改
良
し
て
ほ
し
い
。

ご
指
摘
の
と
お
り
組
織
表
を
改
良
し
ま
す
。

避
難
所
組
織
表
に
は
各
活
動
班
の
仕
事
内
容
の
説
明
を
追
記
し
て
ほ
し
い
。

ご
指
摘
の
と
お
り
追
記
し
ま
す
。

避
難
所
の
看
板
が
あ
っ
た
方
が
よ
い
。

看
板
の
保
管
等
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
し
ま
す
。

避
難
所
に
非
常
用
電
源
が
ほ
し
い
。

今
年
度
中
に
、
全
て
の
小
中
学
校
へ
防
災
倉
庫
の
設
置
が
完
了
予
定
で
あ
り
、
防
災
倉
庫
の
物

品
の
一
つ
に
自
家
発
電
機
が
あ
り
ま
す
。

小
中
学
校
以
外
の
避
難
所
３
カ
所
に
つ
い
て
は
検
討
し
ま
す
。

避
難
所
常
備
ケ
ー
ス
の
備
品
と
し
て
防
災
ラ
ジ
オ
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

ご
指
摘
の
と
お
り
防
災
ラ
ジ
オ
を
避
難
所
の
常
備
ケ
ー
ス
に
入
れ
ま
す
。

避
難
所
の
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
の
声
が
小
さ
い
。

※
4

ク
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
（
決
裁
板
）
は
、
丁
目
分
あ
っ
た
方
が
よ
か
っ
た
。

※
4

様
式
の
余
白
に
、
そ
の
様
式
の
使
い
方
を
記
入
し
て
ほ
し
い
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
様
式
の
使
い
方
を
記
入
し
ま
す
。

避
難
所
で
避
難
者
に
対
す
る
情
報
提
供
を
行
う
た
め
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
等
が
必
要
。

※
4

災
害
時
用
に
職
員
の
名
札
が
常
備
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
と
良
い
と
思
う
。

名
札
で
は
な
く
、
白
い
ガ
ム
テ
ー
プ
に
名
前
を
書
い
て
貼
る
な
ど
の
方
法
を
考
え
ま
す
。

防
災
倉
庫
の
物
品
と
し
て
、
２
Ｌ
で
は
な
く
5
0
0
m
lの
方
が
配
っ
た
り
し
や
す
い
。

今
後
、
価
格
や
防
災
倉
庫
の
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
追
加
し
ま
す
。

自
主
防
の
一
覧
表
に
つ
い
て
、
ど
こ
の
避
難
所
に
避
難
す
る
見
込
み
か
も
記
載
が
あ
る
と
よ
い
。

ど
こ
の
地
域
は
ど
の
避
難
所
へ
と
い
う
区
分
け
を
し
て
い
な
い
た
め
、
明
確
に
記
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
自
主
防
災
組
織
か
ら
聞
き
取
っ
た
上
で
、
見
込
み
と
し
て
記
載
し
ま
す
。

[共
通
し
た
見
解
]

※
4
　
学
校
や
各
施
設
の
物
品
が
災
害
時
に
借
用
で
き
る
か
ど
う
か
協
議
し
ま
す
。
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6



訓
練
参
加
者
か
ら
の
主
な
意
見
・
提
案
等
と
そ
れ
に
対
す
る
危
機
管
理
課
の
見
解

（
地
区
対
策
支
部
職
員
・
避
難
所
配
備
職
員
へ
の
事
後
調
査
結
果
）

別
紙
３

 

■
地
区
対
策
支
部
・避
難
所
で
の
情
報
収
集
や
伝
達
に
つ
い
て

主
な
意
見
・提
案
等

危
機
管
理
課
の
見
解

無
線
が
混
線
し
、
や
り
と
り
に
時
間
が
か
か
る
。
回
線
を
増
や
す
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

現
時
点
で
回
線
を
増
や
す
こ
と
は
技
術
的
に
困
難
で
す
。

災
害
対
策
本
部
へ
報
告
す
る
情
報
に
優
先
度
を
つ
け
る
（
火
災
情
報
を
優
先
す
る
な
ど
）
こ
と
や
、

地
区
対
策
支
部
で
情
報
を
集
約
し
た
上
で
報
告
す
る
な
ど
、
通
信
回
数
そ
の
も
の
が
少
な
く
て
済

む
よ
う
な
方
法
を
考
え
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
防
災
無
線
で
の
通
信
を
基
本
と
し
ま
し
た
が
、
停
電
が
な
け
れ
ば
IP
電
話
が
使
え

る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
IP
電
話
も
活
用
し
ま
す
。

無
線
に
つ
い
て
、
災
害
対
策
本
部
か
ら
の
発
信
は
聞
こ
え
て
も
、
他
の
地
区
の
発
信
が
聞
こ
え
な
い
地

域
も
あ
る
。

地
理
的
要
因
に
よ
り
、
他
の
地
区
対
策
支
部
の
発
信
が
聞
こ
え
な
い
地
区
が
あ
る
た
め
、
重
要
な

情
報
は
、
災
害
対
策
本
部
で
集
約
し
、
各
支
部
へ
伝
達
し
ま
す
。

避
難
所
配
備
職
員
は
そ
の
場
を
な
か
な
か
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
支
部
へ
情
報
伝
達
に
行
く
こ
と

が
難
し
か
っ
た
。
支
部
職
員
が
避
難
所
に
情
報
を
と
り
に
行
く
体
制
と
し
た
方
が
よ
い
。

支
部
と
避
難
所
が
離
れ
て
い
る
場
合
の
連
絡
方
法
を
改
善
し
て
ほ
し
い
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
地
区
対
策
支
部
職
員
に
よ
る
地
域
で
の
巡
回
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実

災
害
で
は
、
地
区
対
策
支
部
職
員
は
地
域
の
巡
回
も
行
い
ま
す
の
で
、
巡
回
の
過
程
で
、
管
轄

下
の
避
難
所
を
回
っ
て
情
報
を
収
集
す
る
体
制
と
し
ま
す
。

支
部
と
避
難
所
が
離
れ
て
い
る
場
合
に
無
線
を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
無
線
の
台
数
が
増
え

る
こ
と
で
統
制
を
取
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
た
め
、
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

写
メ
ー
ル
や
Ｌ
ＩＮ
Ｅ
等
を
活
用
し
た
、
災
害
対
策
本
部
と
の
通
信
手
段
を
考
え
て
ほ
し
い
。

今
後
、
事
例
の
研
究
を
進
め
ま
す
。

■
備
品
や
様
式
に
つ
い
て
（地
区
対
策
支
部
）

主
な
意
見
・提
案
等

危
機
管
理
課
の
見
解

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
予
備
電
池
が
ほ
し
い
。

今
後
、
予
備
電
池
を
整
備
し
ま
す
。

自
分
用
に
６
Ｌ
の
水
を
家
か
ら
持
っ
て
く
る
の
は
厳
し
い
。
あ
ら
か
じ
め
学
校
に
置
き
た
い
。

各
個
人
に
と
っ
て
活
動
に
必
要
な
物
を
精
査
し
て
く
だ
さ
い
。

動
態
図
が
古
い
。

動
態
図
を
毎
年
最
新
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
新
し
い
も
の
を
確
保
す

る
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

学
校
の
IP
電
話
の
番
号
が
古
か
っ
た
。

各
学
校
に
、
IP
電
話
の
番
号
一
覧
を
新
し
い
も
の
に
更
新
し
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
ま
す
。

ま
た
、
番
号
一
覧
表
は
地
区
対
策
支
部
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
に
も
掲
載
し
ま
す
。

被
害
情
報
整
理
表
が
た
く
さ
ん
必
要
。

ご
指
摘
の
と
お
り
枚
数
を
増
や
し
ま
す
。
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訓
練
参
加
者
か
ら
の
主
な
意
見
・
提
案
等
と
そ
れ
に
対
す
る
危
機
管
理
課
の
見
解

（
地
区
対
策
支
部
職
員
・
避
難
所
配
備
職
員
へ
の
事
後
調
査
結
果
）

別
紙
３

 

■
地
区
対
策
支
部
職
員
・避
難
所
配
備
職
員
の
選
定
や
参
集
の
方
法
に
つ
い
て

主
な
意
見
・提
案
等

危
機
管
理
課
の
見
解

避
難
所
配
備
職
員
の
人
数
は
３
名
で
は
足
り
な
い
。

１
４
号
以
南
の
各
要
員
を
増
員
し
て
ほ
し
い
。
（
液
状
化
の
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
）

今
回
、
各
部
か
ら
基
本
的
に
３
割
を
基
準
（
部
に
よ
っ
て
若
干
割
合
を
変
え
て
い
る
）
と
し
て
人
員

を
出
し
て
い
た
だ
き
、
地
区
対
策
支
部
職
員
・
避
難
所
配
備
職
員
と
し
て
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
災
害
時
に
は
、
各
部
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
の
災
害
対
応
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
支
部
職
員
と
避
難
所
配
備
職
員
の
増
員
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

３
名
の
配
備
職
員
だ
け
で
避
難
所
を
開
設
・
運
営
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
地
域
の
自
主
防

災
組
織
や
町
会
な
ど
、
避
難
所
に
い
る
人
と
協
力
し
て
避
難
所
開
設
・
運
営
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

同
時
に
、
避
難
所
の
主
体
が
地
域
住
民
で
あ
る
こ
と
を
今
後
も
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

各
要
員
を
、
各
部
で
何
人
と
決
め
て
人
数
を
出
す
よ
り
も
、
避
難
所
に
近
い
人
か
ら
出
す
方
が
よ
い
。

危
機
管
理
課
を
経
由
せ
ず
、
直
接
、
各
分
担
の
避
難
所
へ
行
く
方
が
よ
い
。

個
別
の
事
情
を
危
機
管
理
課
で
把
握
し
き
れ
な
い
た
め
、
各
部
か
ら
選
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

直
接
避
難
所
へ
行
く
体
制
と
し
た
場
合
、
各
職
員
の
掌
握
が
困
難
と
な
る
た
め
、
一
度
災
害
対
策

本
部
へ
参
集
す
る
体
制
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
危
機
管
理
課
に
一
度
参
集
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
地
域
の
被
災
状
況
を
初
期
段
階
で
収
集
で
き
る
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

学
校
職
員
を
避
難
所
配
備
職
員
・
地
区
対
策
支
部
職
員
と
し
て
配
備
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

児
童
・
生
徒
が
在
校
中
に
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
学
校
の
先
生
は
児
童
・
生
徒
の
安
全
確

保
や
、
そ
の
後
の
対
応
が
中
心
と
な
る
た
め
、
学
校
の
先
生
を
避
難
所
配
備
職
員
・
地
区
対
策
支

部
職
員
と
し
て
指
定
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

た
だ
し
、
施
設
を
管
理
し
て
い
る
立
場
か
ら
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

避
難
所
は
地
域
住
民
の
方
と
職
員
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
お
互
い
の
顔
を
認
識
し
、
問
題
点

を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
地
区
対
策
支
部
職
員
・
避
難
所
配
備
職
員
は
、
ま
ち
づ
く
り
会
議

に
参
加
し
、
顔
合
わ
せ
を
行
っ
た
方
が
よ
い
。

ま
ち
づ
く
り
会
議
へ
の
出
席
可
否
を
検
討
し
ま
す
。
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訓
練
参
加
者
か
ら
の
主
な
意
見
・
提
案
等
と
そ
れ
に
対
す
る
危
機
管
理
課
の
見
解

（
地
区
対
策
支
部
職
員
・
避
難
所
配
備
職
員
へ
の
事
後
調
査
結
果
）

別
紙
３

 

■
そ
の
他
質
問
等

意
見
・質
問
等

危
機
管
理
課
の
見
解

地
域
に
よ
っ
て
は
、
中
学
校
へ
の
避
難
者
が
少
な
か
っ
た
。
（
二
中
・
四
中
）

中
学
校
も
避
難
所
に
な
る
こ
と
を
、
機
会
を
捉
え
地
域
住
民
の
方
に
周
知
し
ま
す
。

地
区
対
策
支
部
と
避
難
所
の
違
い
を
、
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
住
民
の
方
が
い
た
。

機
会
を
捉
え
地
域
住
民
の
方
に
周
知
を
し
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
（
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
妊
婦
な
ど
）
へ
の
対
応
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
わ
か
っ

た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
動
き
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

災
害
時
に
特
に
配
慮
が
必
要
な
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て
ま
と
め
た
「
災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮

者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
中
で
す
の
で
、
完
成
次
第
、
地
域
住
民
や
職
員
に
周
知
す
る
予
定

で
す
。

自
宅
避
難
者
に
対
す
る
物
資
の
配
給
等
の
方
法
は
ど
う
な
る
の
か
。

自
宅
避
難
者
へ
の
配
給
の
方
法
は
確
立
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
基
本
的
に
は
自

宅
避
難
者
の
情
報
を
町
会
等
が
地
区
対
策
支
部
へ
持
ち
寄
り
、
そ
れ
ら
を
災
害
対
策
本
部
が
取

り
ま
と
め
て
、
各
避
難
所
へ
の
配
分
を
決
め
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
避
難
者

は
、
各
地
区
対
策
支
部
に
行
っ
て
、
物
資
が
届
く
時
間
や
場
所
の
情
報
を
収
集
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
液
状
化
し
た
場
合
の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

学
校
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
以
外
の
安
全
な
場
所
も
あ
る
た
め
、
液
状
化
し
て
い
る
場
所
を
避
け
て
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

津
波
が
発
生
し
た
場
合
、
学
校
に
避
難
し
て
も
良
い
の
か
。

千
葉
県
が
発
表
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
富
津
沖
に
１
０
m
の
津
波
が
来
た
場
合
）
の
結
果
、
習
志

野
市
に
は
2
.3
ｍ
の
津
波
が
到
来
す
る
と
さ
れ
、
本
市
の
護
岸
が
平
均
3
.8
m
以
上
で
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
陸
域
へ
の
浸
水
被
害
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、
建
物
の
3
階
以
上
か
、
高
台
へ
避
難
す
る
こ
と
が

基
本
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
万
一
に
備
え
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
を
進
め
て
お
り
、
年
内
に
、
国

道
1
4
号
以
南
の
小
中
学
校
を
津
波
避
難
ビ
ル
に
指
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
学
校
と
協

議
中
で
す
。

地
元
消
防
団
が
、
市
の
防
災
行
政
無
線
を
受
信
で
き
る
体
制
に
し
て
ほ
し
い
。

地
元
消
防
団
は
、
消
防
本
部
と
の
無
線
通
信
を
行
い
ま
す
。
地
元
消
防
団
に
市
の
防
災
行
政
無

線
を
配
備
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
防
災
訓
練
の
後
、
消
防
本
部
に
1
台
、
市
の
防
災
行
政

無
線
を
配
備
し
、
市
災
害
対
策
本
部
と
消
防
本
部
の
通
信
は
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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災害対策本部事務局員への聞き取りに基づく 

災害対策本部事務局の課題等（詳細） 
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別紙４ 

【事務局のレイアウトについて】 

・ホワイトボードや被害概況図の机の配置について、無線からの情報の落とし易さ

と、全員からの見易さの両面を考慮して再検討する必要がある。 

 

【避難所配備職員と地区対策支部職員の受付・派遣について】 

・避難所配備職員と地区対策支部職員の受付が別であることを、案内板等を使って

案内する必要がある。 

・混雑時に２名で受付・派遣を行うのは難しいため、混雑時の対応を検討する必要

がある。 

 

【事務局員同士の情報伝達について】 

・複数人が同時に発言している状況があり、聞き取るのが難しいため、極力、同時

に発言しないようにする必要がある。また、「地図表示お願いします。」「ホワイト

ボードお願いします。」など、必要な相手を呼んでから要件を述べると対応しやす

かったため、それを徹底する必要がある。 

 

【無線・ホワイトボード・被害情報の整理について】 

・無線から入った被害情報をどう整理するかを再検討する必要がある。たとえば、

ホワイトボードに記録する際のルール（どのボードを使うかや、色使い・記載要

領など）や、地図への表示方法の工夫など（表示はピン＋番号のみとするなど）。 

・火災情報は最重要項目として、家屋倒壊情報や道路被害情報とは分けて整理する

必要がある。 

・地区対策支部からの情報を事務局内に伝達している間に他の無線通報が入ると対

応が難しいため、無線手が無線に集中できるような体制を考える必要がある。 

 

【集計・千葉県防災情報システムへの入力について】 

・集計することを前提として、ホワイトボードに正の字を書いていくなどの必要が

ある。 

・千葉県防災情報システム入力の際、地図への入力は時間的に厳しいため、入力す

る情報の優先づけ、精査が必要である。 

  



災害対策本部事務局員への聞き取りに基づく 

災害対策本部事務局の課題等（詳細） 
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別紙４ 

【防災行政無線（同報系）について】 

・同報系無線での放送内容を、JCN、ホームページなど、すべての媒体に入力完了

するまで平均３０分ほど要しており、１回の入力で済むシステムの導入が望まれ

る。 

・今後は、住民用メールで送った内容は、全て、職員メール（全員）に送る必要が

ある。 

・話すスピードを検討する必要がある。 

 

【人員・体制について】 

・関係機関（消防・警察・県）及び、関係部署（都市整備部・保健福祉部など）と

連絡をとる体制について検討する必要がある。 

・一般電話と防災電話を担当する要員が必要である。 

・時間帯によって忙しさが違う。また、担当によっても違う。忙しくないとき、別

の係へ支援に行っても可とするか、自分の担当を行うか検討する必要がある。 

・無線担当者を育成する必要がある。 

 

【施設・備品・様式について】 

・本部の電源確保が必要である。（PC・同報系無線・電灯） 

・受付簿の学校名や、併せて配布する鍵は、地域順とするか五十音順とするかを検

討する必要がある。 

・本部員会議で使用する記録用紙を会議室に数枚常備しておき、併せて、会議やマ

スコミ等に流す情報記入フォーマットを予め作っておく必要がある。 

・ホワイトボード最上部に、細長いマグネットで、そのボードが何用なのか（被害

状況記録用・避難所開設状況記録用・災害対策本部事務局活動記録用など）を明

示する必要がある。 

・事務局で使える動態図は限られているため、使いたいときに使えるように、戻す

位置を徹底する必要がある。 

 

【その他良かった点】 

・用件を復唱したり、用件に対して「了解」の一言を言っていたのが良かった。 

・安否確認が取れた職員の人数をホワイトボードに転記していたのが良かった。 

・防災行政無線（同報系）の放送内容をホワイトボードに転記していたのが良かっ

た。 


